
花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年２月１８日 №９１

来年度の吉浜まちづくり協議会とのコラボ事業に向けて

吉浜まちづくり協議会と児童会を中心とした５、６年生で１月に行った「クイズおよびスポーツ
大会」の反省会を行いました。子どもたちは反省を述べつつもすでに来年度のこの行事の在り方を
イメージしていて、「（代表の子だけでなく）みんなで参加する競技を増やしたい」「ムカデ競走を
やってみたい」「綱とりはどうだろう」「防災などのブースを出したらどうだろう」など、建設的
な話し合いがなされていました。この行事は今年度が第１回目で、当日運営する子どもたちは少し
苦労をしましたが、来年度はきっとより楽しく、そして、よりスムーズな運営になっていくことで
しょう。
吉浜まちづくり協議会子どもグループの内藤リーダーは、来年度はスポーツ大会の予算を増やし

ていくこと、夏休み中にまち協が行っている講座についても「こんな講座があるとよい」という意
見を聞かせてほしいことなど、さらに学校と連携してやっていきたいと話してくださいました。子
どもたちのがんばりが地域を動かしていくことを実感しました。力を貸してくれた子どもたちに感
謝、ありがとうございました。

２月１５日（土）吉浜ふれあいプラザにて



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年２月２１日 №９２

学校保健安全委員会ｰコアキッズトレーニングｰ

子どもが重心を安定させ、良好なアライメントと姿勢や運動を調節する筋や神経系の働きをよく
することで、自分自身の身体を使いこなす能力を高めるのがコアキッズトレーニング。講師として、
市内で健康体操の講師として活躍されている村松美由紀先生にきていただきました。９つの体操に
より体幹を鍛え、よい姿勢と全身が協調して効率的に動作できるようにするためのトレーニングの
方法を教えていただきました。寒い一日でしたが、トレーニングが進むにつれ、上着を脱ぐ子ども
たちが増えてきました。大変楽しそうに、身体を動かしていました。ご家庭でもぜひお子さんと一
緒に身体を動かしてみてください。

おめでとうございます！

☆第５２回人権作品コンクール☆
□書道の部

奨励賞
５年 藤原俊介さん ５年 杉浦蒼大さん ５年 東山紗幸さん
６年 佐藤愛花さん ６年 伊藤康太さん ６年 清水彩花さん

□標語の部
奨励賞

３年 山田乃愛さん ４年 髙島瑞喜さん



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年２月２５日 №９３

ベルマーク
今年度も福祉委員会の子どもたちを中心

にしてベルマーク運動に取り組みました。
点数を数えたり計算したりする作業は大変
だったと思いますが、委員会の子どもたち
はよくがんばりました。協力してくださっ
たみなさん、本当にありがとうございまし
た。

各学級に配られた福祉委員会からのお礼
のメッセージ（右上）にあるように、今年
度は、「コーン５個」「ドッジビー２０個」
を購入することができました。
自分たちの学校に必要なものを購入し、

さらに、自動的にへき地の学校や特別支援
学校、災害で被災した学校への支援、アジ
アの子どもたちを助けるＮＰＯへの支援につ
ながっているところがベルマーク運動のよ
いところです。
今後もベルマーク運動に取り組んでいき

ます。ご協力をよろしくお願いいたします。
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花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年２月２８日 №９４

異学年交流
今年度も異なるペア学年同士が交流する「異学年交流」に取り組んできました。昨年度と違うと

ころは、ペア学年だけではなく全ての学年同士が交流できるように計画されました。交流学年の決
定は、公開抽選くじで決め、例年よりも長い期間での交流となりました。「いろんな子と交流した
い」という児童会のみなさんの気持ちを大変嬉しく思いました。上の学年が下の学年との交流の仕
方を考えるのですが、過去の経験を振り返ったり、他学年の交流の様子を見に行って参考にしたり
するなど、よく考えられていました。

楽しく交流した後は、お礼の写真やメッセージを交換し合うなどの様子が見られました。また、
この異学年交流をきっかけにして、設定されていないところでの交流に発展したり、それに係るメ
ッセージの交換がなされたりするなどの様子も見られました。子どもたちに自主性を育むために、
自主性を発揮できる場が必要であること、そして、それを認められることが大切と考えます。今年
度の「異学年交流」の取組はまさにそれに合致している、そんな活動になったと思っています。



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和７年３月３日 №９５

6年生を送る会

６年生を送る会を行いました。この会を行うために５年生が実行委員会、準備委員会など各委員会を立ち上
げ、昨年度から計画、準備を進めてきました。各学年からも６年生へのメッセージを歌や演奏に込めて届けました。



６年生を送る会をきっかけに６年生は卒業そして進学への気持ちを高めていきます。５年生も同様です。気持ち
は行動となり、子どもたちの動きが変わったなと毎年感じています。６年生を送る会は貴重な機会となっています。


